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　ＩＣＴを活用する際、便利な反
面使い方を間違えないように
指導してほしい。
　
　人とのつながりは社会人に
なってからも必要である。体
育大会、文化祭等様々な場面
を通してつながりの大切さを
学ばせ、世の中で人として
育っていける形を折尾高校で
つくってほしい。
　
　生徒たちが自主的に取り組
んでいる場面をインタグラム
で発信してほしい。Ａ

学校運営計画（４月）

学校運営方針 高い専門知識と技術・技能を身に付け、それぞれの専門分野で主体的に活躍し、地域活性化の原動力となる人材を育成する
評価

（総合）

校内研修等を通じてHP更新や一斉メール送信の操作研修を実施し、各学年・分掌で最低2
名の担当者を育成する。また、情報発信のガイドラインを作成し、適切なタイミングでの情報
提供を実現する。

広報活動に携わる生徒組織「広報サポーター等」を立ち上げ、研修を通じて育成を図る。校
内行事での活動に加え、校外での広報活動にも計画的に派遣できる体制を構築し、出前授
業や進路説明会への参加を実現する。ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｽｷﾙの向上や活動後の成果共有を通じ
て、生徒が主体的に学校の魅力を発信できる環境を整える。

ＰＴＡ役員からの意見聴取・ＰＴＡ活動アン
ケート（１２月実施）
　ひいらぎ祭のファッションショーの申し込
みとレストランの申し込みの方法を統一し
てはどうかとの意見を頂いたので担当教
員と協議して、来年度の改善案を提案す
ることができた。
　おりこう手帳の使い方やタスク管理の方
法を知りたいと保護者からの要望があっ
た。

A

　終業式などが急遽オンライン実施に変更になったこと
もあったが先生方の柔軟な対応と協力のおかげでス
ムーズな運営ができた。生徒会のバックアップも大き
かった。
　学校行事では外部の駐車場が確保でき来校者に利便
性がある一方、警備に教員を配置しなければならず人手
不足が解消できていない。次年度は警備会社に依頼で
きないか予算の検討をお願いしたい。

配慮が必要な生徒への対応

　「地域社会で活躍できる産業人材を育成する学校」
　商業・家庭の各分野において、将来の職業生活につながる実践的で協働的な教育活動を展開することにより、高い専門知識と技術・技能を身に付け、それぞれの
専門分野で主体的に活躍し、地域活性化の原動力となる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

　本校に対する地域や中学校の期待は大きい。予測
困難な社会に対応できる人材育成に向けて、生徒の
大きな可能性を最大限引き出すことができるよう、
チーム折尾として、本校の教育活動の充実とともに
様々な関係団体と連携し、新たな教育を創造していき
たい。

Ａ

昨年度の成果と課題

具体的方策

授業評価アンケート
生徒：授業に意欲的に取り組んだか
とてもそう思う…54.4%
そう思う　　　…44.2%
教師：指示や説明が分かりやすいか
とてもそう思う…53.3%
そう思う　　　…44.0%
その他の項目も、すべて好意的な解答
が90%以上であった。

体験入学・オープンスクール実施アンケ
ケート
　参加者からは 非常に高い満足度が示さ
れており、特に以下の点が多く挙げられ
た。
  校舎・設備の綺麗さ
  生徒・先生の明るさ・礼儀正しさ
  授業内容や実習の分かりやすさ
  在校生が主体的に説明・案内を行ってい
た等
その結果、多くの参加者が「楽しかった」
「入学したいと思った」と回答しており、学
校の魅力が十分に伝わったことが読み取
れた。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

各分掌と連携を図りながら全職員が共通認識のもと円滑な運営となるよう支援に努める。ま
た行事の記録・反省をデータ管理して誰もが業務を滞りなく運営できるように工夫する。

評価項目 具体的目標 評価（３月）
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A
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　授業アンケートの方法を変更し、全科目・全クラスのア
ンケート内容を反映させることができた。また、オンライ
ン授業の方法や評価の仕方など、共通理解を深めること
もできた。次年度は、生徒が学習内容を振り返りながら
段階的に学力を深めていくことができるよう、形成的評
価の内容を明確にしていく。また、教師間の情報共有・
評価基準の統一をさらに深めていきたい。

　本年度は、OneNoteを中心とした情報共有が定着し、
共有フォルダの新規作成ルールを明確化したことで、情
報の所在が整理され、反映漏れや確認不足の防止につ
ながった。情報発信面では、当初予定していた操作研修
は実施できなかったものの、一斉メールや緊急情報の更
新方法を複数教員で共有し、自宅からも対応可能な体
制を整備した。また、公式Instagramを新たに開設し、複
数教員による運用体制を構築できた。生徒主体の取組
として「広報サポーター」を立ち上げ、学校説明会での活
動を実現したが、出前授業等の校外広報は次年度以降
の課題である。

学習目標を明確に伝え、評価を通じて学習の可視化を促し、生徒を支援していく。教員間の
連携を強化し、一貫性のある指導を心がけ、バランスのとれた評価を行う。

個別の状況に応じて適切なサポートを行っていく。ＩＣＴを活用しながら学習の進度や方法を
調整し、安心して学べる環境が提供できるように全職員で取り組む。

OneNoteや共有フォルダを活用した情報共有の徹底を図り、情報の反映漏れや閲覧不足を
解消する。教員間の情報共有の活用方法に関する研修やﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを実施することで、より
円滑な情報伝達を実現する。

福岡県立 折尾 高等学校

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価

計画的なリフレクションを取り入れることで、生徒自らが学習を振り返る機会を増やす。リフレ
クションを通じて自分の学びの進捗や課題を把握し、改善策を考えることで深い理解や成長
につなげる。

学校関係者評価委員会
からの意見

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「指導と評価の一体化」の拡充

効果的なリフレクションの実施

年間・月別行事の連絡徹底

学校行事・式典などの円滑な運営

月別行事予定は１か月前までに職員配付とクラス掲示を行う。またHPにも掲載、定期的な更
新を行い、広報活動の一助となるように努める。

ＰＴＡ新体制の移行を円滑に行い、各分掌と調整を図って、ＰＴＡの連携強化に努めることで
「チーム折尾」としての学校力を高める。

ＰＴＡの連携強化
教務部

広報課

教務課

庶務課

生徒主体の広報活動の確立

情報発信力の組織的向上

情報共有体制の強化と定着

具体的目標

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・豊かな人間性と地域への愛着を有する生徒
・新たなものを創造する意欲があり、社会的自立を目指す生徒
・各学科への興味関心と主体的に学ぶ姿勢を持つ生徒
・多様な人々と協働し、社会に貢献しようと挑戦する生徒
・部活動や生徒会活動に積極的に参加したいと考える生徒

・外部講師（専門家）を有効活用した専門性の高い授業の実施
・生徒の自己肯定感を高める資格取得と地域交流事業の実施
・ひいらぎ祭（文化祭）を通したアントレプレナーシップの育成
・部活動や生徒会活動への積極的参加を通した豊かな人間性の育成
・進学にも就職にも対応した柔軟なカリキュラムの設定

・職業人として必要とされる心構えと 実践力を身に付けた人材の育成
・社会人としてのマナーを身に付けた　地域から求められる人材の育成
・地域・社会の変化や課題に対し、創造的に実践する生徒の育成
・希望進路に向かって主体的に取り組む生徒の育成

地域社会に貢献する取組の推進と積極的広報活動

常に支え合い、生徒とともに学ぶ、温かい教員集団の創造

心豊かな生徒の育成と道徳教育、人権教育の深化

失敗を恐れずチャレンジ精神を持ち、主体的に行動できる生徒の育成

専門性の高い授業と生徒の成長につながる学習評価の充実

年度重点目標

地域と積極的に交流（広報活動）し、地域から必要とされる学校づくりを推進していく。

生徒へのポジティブな声かけと生徒教員がお互いに感謝の気持ちを持って学びあう学校文化の醸成を図る。

安全に配慮した体育大会、ひいらぎ祭、その他の行事に生徒を主体的に関わらせ、学校への所属感や互いの連
帯感を育む。

キャリアパスポートの有効活用と生徒自身の可能性を最大限発揮できる進路希望に応じた進路指導を行う。

実践的な学びを充実させ、リフレクションを取り入れ、生徒が主体的に学習プロセスを意識できるようにする。
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　折尾高校は、挨拶する生徒
が非常に多い。笑顔で素直な
ところがあらゆる場面で見え、
一緒に活動していても非常に
気持ちが良い。やるべきとこ
ろで礼儀ができている。学校
としての日頃からの取組がそ
のような生徒たちを育成して
いると思われる。

　スクールカウンセラーや
様々な委員会等と連携し、一
人ひとりの生徒を大切にした
取組が行われていることは素
晴らしい。今後も、生徒が安
心して生活できる折尾高校で
あってほしい。

　昔は、就職が多いイメージで
あったが、進学７割就職３割と
いう中で、一人ひとりの希望
進路にあった取組ができてい
る。専門高校としての良さが
生かされている。
　
　様々な職場体験をしたいと
いう生徒もいるようなので、そ
のような機会を是非創ってほ
しい。
　また、最近自然災害が非常
に多いので、災害に対する知
識もしっかり身に付けさせて
ほしい。

Ａ

Ａ

　生徒健康診断、防災訓練、救急救命講習を、年度初め
に実施することができた。また、心の健康相談の案内文
配布だけでなく、気になる生徒や家庭への声掛けを行
い、スクールカウンセラーや関係職員と連携して適切に
支援をすることができた。次年度は、清掃や防災に関す
る取組を生徒の委員会を動かして考えさせることで、生
徒主体の活動を図り、学校全体の意識を更に高めること
ができるよう努める。

いじめアンケート及び学校生活アンケート
いじめ早期発見のための家庭用チェックリ
スト
　毎月１回各種アンケートを実施し、担任
のチェックのもと、気になる記述があれ
ば、学年主任に報告した後、本人に事実
確認を行い、状況によっては生徒指導主
事に報告し全体で共有できた。また、生徒
と保護者にアンケートを実施したことに
よって、いじめ未然防止に役立てることが
できた。

人権・同和教育に関する生徒アンケート
人権意識に関する教職員アンケート
気になる生徒調査
　人権教育特設授業の振り返りやアン
ケートから、何事も自分事として考えること
や、自分も他者の人権も大切に考えようと
する姿勢が見られた。
教職員も人権特設授業の事前学習や研
修会に参加することで、人権意識を高める
ことができた。
人権教育推進委員会では欠課時数の多
い生徒の情報も含めて、気になる生徒の
情報共有をしている。

北九州ゆめみらいワーク参加（1年）
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(2年)7月実施
受入企業19社・参加生徒48名
　進路のミスマッチを防ぐため、様々な機
会を生かして職業観の情勢や就業へのイ
メージ形成を図り、将来の自分や仕事に
ついて考える取組を行った。

公開授業月間参観後アンケート
　年間を通じて全員１回以上の公開授業
を実施し、参観後の意見や感想が授業の
振り返りに生かした。今年度は主に以下
の内容を公開授業として実施
　教科等横断型授業
　生成ＡＩ活用授業
　Chromebook活用授業
　ディベートの実践
　生徒が主体的に活動する授業

A

A

進学課/就職課共通
進路希望調査(全学年)4月実施
  1年　進学71.9%　就職28.1%
  2年　進学65.4%　就職34.6%
  3年　進学71.1%　就職28.9%
進路希望別調査(3年)4･7月実施
進路対策講座調査(3年)7月実施
進路ｾﾐﾅｰ調査(1･2年)9月実施
３年生進路実績
　進学73.9%・就職26.1%
　大学25.0%・短大8.2%・専門40.8%
　民間企業24.5%・公務員1.6%

A

A

礼法指導、インターンシップ（職業体験）、その他進路行事などを通じて、働く意義を理解し、
自立した社会人としての意識を高める。

就職者集会の実施、面接指導、履歴書作成指導、夏の進路対策講座、応募前職場見学など
丁寧な就職指導を実践する。

職安との連携、教員対象の企業説明会やhandy進路指導室などを活用した情報提供と情報
共有を行い、生徒の適性に合った職種の選択や企業への就職を提案する。

A

１、２年生の進路行事について時期の見直しや精選を
したことで、より効果的に実践することができた。

３年生は、外部機関との連携を含む進路別の取組や
個々に応じた進路指導を全職員の協力のもと実施し、進
路実現に繋げることができた。

年内入試での受験者が多い現状を踏まえ、入試形態
の変化や多様化に対応するため、これまで以上に職員
間の情報共有や年内入試に対応した体制作りに努め
る。［年内入試受験率98.5%］

希望進路の実現に向けた進学指導
進学者集会の実施、放課後課外、小論文指導、夏の進路対策講座などの進学指導を学年・
教科・外部機関と連携しながら実践する。

多様化する入試形態に対応するための体制づくり

B

A

A

日々の学校生活の中で礼儀や社会人としてのマナーを身につけると共に、感謝の気持ちを
忘れず、間違った行為をした時には、素直に謝罪ができる生徒を育成していく。

学校行事では、各学年と連携しリーダーを選出する。リーダーとは定期的に会議を行い全体
への指示や方向性を確認する。そして、生徒全員が達成感を感じることができる学校行事を
目指す。

各学年、人権教育推進委員会と連携し、生徒の情報交換を適切に行う。また、いじめの未然
防止・早期発見に努め生徒が安心して学校生活を送れるようにしていく。

誰もが相談しやすい体制を整え、周知を図る。修学課を中心に、人権委員会・ケース会議で
個々の生徒の情報共有を密に行い、家庭や地域と連携しながら、個に応じたきめ細やかな支
援を行う。

校内研修の改善・充実を図るとともに、校外研修での成果を全職員で共有し、教職員の人権
感覚の向上と、人権学習教材の効果的な活用に結びつける。

自分も他の人も価値ある存在として尊重し、互いの命を守る意識を高めるために、人権教育
特設授業の充実を図るとともに、全教科・全領域での人権尊重の視点に立った教育活動を実
践する。

キャリアパスポートの有効活用、サマープロジェクト・進路セミナー・進路ガイダンス・その他進
路行事を通して進路意識の向上を図り、自分に合った進学先を考えさせる。

全教職員が知見を深め、教育活動を改善できるよう、校内外の研修会で得た情報や知識を
校内職員研修会や研修録を通じて共有し、実践的な指導力の向上を図る。

学習活動に生かす図書館運営を推進し、朝の読書を継続することで生徒の読書習慣の定着
を図る。図書館利用を促し、読書を通じて得た知識や思考力を学習に生かせるよう支援す
る。

　人間関係のトラブルが数件あったが、いじめ防止対策
委員会を中心に組織的に対応することができた。体育大
会のリーダー選出は面接を行いうまく機能したので、ひ
いらぎ祭でも生徒実行委員会を立ち上げ、生徒主体で
取り組める学校行事を目指していきたい。課題としては
部活動の加入率低下が挙げられる。新入生は期限を設
けて仮入部を許可するなどの対策を考えていきたい。

　スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、
外部の機関と連携して、生徒・家庭に関する、きめ細か
な相談体制の確立と、支援体制の強化ができた。また、
教職員が必ず１回は人権教育に関する研修会と八同研
に参加することで、知識や意欲・態度・実践力の育成に
つながった。同時に人権に関する情報誌等を回覧するこ
とで情報共有にもつながった。
　各学年４回の人権教育特設授業では、自他の人権を
守ろうとする意志の育成は概ねできた。次年度も人権教
育特設授業の内容をさらに良いものにし、自他の人権を
守ろうとする意志と実践力を育成していく必要がある。
　また、生徒の状況に応じた対応ができるよう、外部機
関との連携の推進を図る。
　多くの職員があらゆる研修会に参加し、人権教育研修
会で得た知識を研修録等を活用し、情報共有していく。

ゆめみらいワークを１年次に参加させたことで２年次の
インターンシップへの繋がりができた。企業や仕事、自身
の興味・適性について考える機会となった。

３年生は、面接指導を中心に全職員の協力のもと実施
し、今年度も早期に全員が内定に至った。一方で、生徒
の自主性に任せている部分について対策を検討し実施
する。

次年度は、２年生の生徒および保護者への情報提供
について時期や手段を検討し実施する。

　公開授業月間については、職員の負担を軽減しつつ、
充実した公開授業を実施できた。
　研修会では、ＩＣＴ研修会が、非常に役に立った一方
で、教科の特性や個人の習熟に対応できていない部分
があった。年間を通じて繰り返し学べる計画や教科での
より良い活用につなげる工夫が必要である。
　朝の読書は継続できており、生徒たちも図書館をよく
利用している。授業でＩＣＴとのハイブリッドな活用を今後
も進めていきたい。

ＩＣＴ活用や教科等横断型授業を取り入れた公開授業を実施する。実践に生かせる効果的な
研修会を、他分掌と連携して計画・実施し、教育の質を向上させる。

心の健康相談案内プリント　（計７回実施）
　今年度よりFormsによるカウンセリング
の申込開始
性の健康相談案内プリント（計１回実施）
健康診断結果プリント
　１学期保護者会で配布
　特に保護者への事前の案内や声かけ、
Formsによる申込方法により保護者の方
の相談依頼を増やすことができた。

校訓を基軸とした心豊かな生徒の育成

安心安全な教育環境の整備

生徒個人に応じた指導・支援体制の強化

生徒の健康な生活の確立と保持増進

スクールカウンセラーやいじめ防止対策委員会・人権教育推進委員会などの関係教職員、関
係組織と連携を図り、情報共有を行い、個にあった指導・支援を行う。

感染症対策の実施、清掃の徹底、防災の意識を高める保健委員会、厚生委員会、整美委員
会の活動を行い、環境整備を含めた取り組みを行う。

お互いを認め合い安心して学校生活が送れる教育環
境の整備

学校行事を通してリーダーと折尾高校生としての自覚
を育成

生徒健康診断を適切に実施し、心身の健康の保持増進のための指導・支援に繋げる。

職員研修会の実施、教員対象の学校説明会やﾍﾞﾈｯｾﾊｲｽｸｰﾙｵﾝﾗｲﾝなどを活用した情報提
供と情報共有を行い、生徒の適性に合った志望校の提案や合格に向けての支援を行う。

研修図書課

就職課

早期離職を防ぐ就職支援

希望進路の実現に向けた就職指導

職業観・勤労観の育成

差別を見抜く感性と、自他の人権を守ろうとする意志
と実践力を育成する人権教育の推進

教職員の人権に関する知識や意欲・態度・実践力の
育成

生徒・家庭に対する、きめ細やかな相談体制の確立
と、支援体制の強化

進路選択の可能性を広げるキャリア教育の充実

生徒育成部

修学課

生徒指導課

保健厚生課

進学課

キャリア教育部

読書習慣の定着と学習活用を目指した図書館運営の
推進

研修成果の共有

授業改善及び教育の質向上に向けた研修体制の構
築
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A

A

A

B

B

A

B

A

　学校行事や部活動等の集
団活動を通して、リーダーシッ
プやフォロワーシップを身に付
けさせることは非常に大切で
ある。特に１年生の段階で身
に付けさせることは今後高校
生活にとっても非常に重要で
ある、今後もしっかり取り組ん
でほしい。

　２年生として、インターンシッ
プやオープンキャンパスを企
画し、進路意識を高めさせる
ことは非常に重要である。専
門高校の強みを生かした進路
実現をお願いしたい。
　また、修学旅行で団結力を
高め、更に折尾高校生として
の自覚を高めさせてほしい。

　様々な学校行事において
リーダーシップを発揮していく
学年である。一人ひとりの良
さや可能性にそった進路実現
にむけてキャリア教育部と連
携しながら取り組んでほしい。
　また、本校の校訓「礼節・誠
実・品性」を大切にし、当たり
前のことを当たり前にできるこ
とが折尾高校生であることに
自信と誇りをもたせてほしい。

Ａ

学校生活アンケート
　生徒が素直に心情を記入したことで、事
態が深刻化する前に状況を把握し、その
都度迅速な対応を行うことができた。
いじめ発見チェックシート
　秘匿性を保った相談体制によりいじめを
早期発見・対応できた。調査では９割超が
「いじめなし」と回答している。
進路希望調査
本調査を個人面談や保護者面談で活用
し、見通しをもった学習指導を進めること
ができた。

授業評価アンケート
　学習面では、昨年度に引き続き、更なる
高度な資格にチャレンジする生徒もみられ
る一方、力を発揮できなかった生徒もいい
たため、自己分析させて最終学年につな
げる必要があるｍ。授業改善にめること
ができた。
学校生活アンケート
　２学年単独の行事（インターンシップ・
オープンキャンパスや修学旅行）では主体
的に活動できたが、体育大会や文化祭で
は、まだ活躍できる余地があった。次年度
は最終学年としての意識づけを早い段階
から行う必要がある。
　７月に行ったインターンシップは、職業観
を身につけさせるためには非常に有効で
あった。

保護者面談・進路希望調査(生徒ﾀﾌﾞﾚｯﾄ
等)
　保護者面談　実施率98％
　進路実績　進学73.9%・就職26.1%
　　大学25.0%・短大8.2%・専門40.8%
　　民間企業24.5%・公務員1.6%
　ｷｬﾘｱ教育部との連携もよく、学年全体で
進路指導に取り組めた。、生徒一人一人
が進路実現に向けて努力することができ
た。

A A

Ｂ

A

B

A

日々の学校生活や学校行事を通じて、クラス・学科を超えた協働活動に取り組ませることで、
集団を牽引するリーダーシップと、それを支えるフォロワーシップを身に付けさせる。

　学校行事や部活動等の集団活動を通じ、リーダーシッ
プとフォロワーシップの基礎が構築された。クラス単位の
協働が機能し、リーダーに周囲が呼応する集団の土台
が形成された点は、初年度として大きな成果である。
　教員集団が指導基準を統一し、丁寧な共有と説明を
行ったことで、生徒の規範意識は向上した。校則変更の
背景を理解しようとする姿勢が見られ、大きな違反もな
く、安定した学校生活を送る土台が構築された。
　授業態度は良好であり、検定試験や進路行事への積
極的な取組を通じて、早期に目標を見出す生徒が増え
た。専門科の学習や「I canテスト」等が学習意欲を刺激
し、自己の可能性を広げる地盤が概ね構築された。教員
の指導に依拠する場面が多く、生徒の主体性が十分で
はなかった点が課題である。今後は役割の偏りを解消
し、学年集会の運営など日常的に生徒が自ら動く場面を
意図的に設定し、集団の質を高める必要がある。
　形式的な校則遵守に留まり、挨拶や受講態度等のマ
ナー面で他者意識の欠如や緩みが見られる。今後は、
ルールの必要性を自発的に考えさせるとともに、TPOに
応じた自律的な判断力を養う実践的な指導が不可欠で
ある。
　考査対策や提出物の徹底に個人差があり、学力の二
極化が顕著である。次年度は、進路希望に応じた早期
の個別指導に加え、習熟度別のフォローや学習習慣の
定着を図り、基礎学力の底上げを組織的に進める必要
がある。

　体育大会やひいらぎ祭では、どの学科・クラスとも１年
後を意識し規律ある行動が取ることができた。学校行事
を通して成長した姿が見られた。修学旅行委員を中心と
し、生徒が主体的に考え動く修学旅行を実施することが
できた。自分たちでルールを決め、既存にとらわれない
新たな修学旅行の形を生徒と共に考えることができた。
修学旅行を通し、クラスだけではなく学年全体の連帯感
を醸成することができた。今年度は進路決定の大事な年
である。この繋がりを活かし学年の生徒教員が一致団結
し進路決定に向けて頑張りたい。
　夏季休業中に実施した、インターンシップやオープン
キャンパスへの参加を通して、より具体的な進路先を決
めた生徒が多くなってきたように感じている。進路先の選
択肢を増やせれるように、校外活動やボランティア、海
外研修の参加を促した。また、高度な資格取得にも挑戦
させた。これらの武器を利用し、難関大学等の受験に挑
戦させたい。
　次年度の課題として、創立70周年記念式典に向けて、
愛校心を高めるとともに、更に規律ある学年団を形成し
ていきたい。また、学年のリーダーを養成したい。

　体育大会で各ブロック等のリーダーを立候補、面接で
決定し、合同体育後、毎回実行委員会を開き、次回の練
習、本番でのフィードバックに役立てる事が出来た。実行
委員会を通してお互いを尊重し、ともに行事を成功させ
ようとする雰囲気が作られ、他の生徒にも良い影響を与
えた。この経験が進路実現に向けて助け合ったり、他の
友人のために協力する関係にいかされた。その後の文
化祭などの学校行事でも生徒会を中心に最上級生とし
て下級生の模範となる行動ができた。
　校訓「礼節・誠実・品性」を基軸として「一隅を照らす」こ
とでまず学級や学年に貢献することを目標にした。「当た
り前のことを当たり前に」実践することは卒業後の生き方
の根本になる。
　担任が全員昨年度と変わらず、生徒との信頼関係が
すでに築かれていたので継続的に支援ができた。キャリ
ア教育部の丁寧かつ熱心な指導と支援により、多くの生
徒が第一希望の進路を実現できた。難関大学等に果敢
に挑戦した生徒もおり、下級生の希望進路の道標になっ
ている。不合格の場合のフォローアップが必要（他のの４
年制大学への挑戦など）である。

Ａ

Ａ

教師集団が一体となり、同じ基準で指導に取り組み、生徒たちに校則を正しく理解させ、ビジ
ネスマナーを身に付けさせることで、校訓である「礼節・誠実・品性」を体現させる。

授業や各種検定に積極的に取り組ませ、生徒の意欲を引き出しながら、自己の可能性に気
づかせることで、２年後の進路決定に向けた地盤を固めさせる。

体育大会や文化祭、修学旅行に主体性を持って関わり、自分の役割を果たすように促す。生
徒への声かけ、面談等を通して生徒理解に努め、各生徒が力を発揮できるような場面を設定
する。

部活動生やクラス委員を中心に学校行事を運営していく。そのため定期的な集会や会議を実
施し、リーダーとしての自覚を育成する。部活動生が様々な場面で学年を引っ張り、盛り上げ
る。

インターンシップやオープンキャンパスへの参加を通じて、進路実現のために必要な力とは何
か、それを身に付ける具体的な方法を見つけられるように支援する。

体育大会や文化祭などの学校行事で生徒会を中心に最上級生として下級生の模範となる行
動と発言ができるようにする。

校訓「礼節・誠実・品性」を基軸として人間性を磨き高め、ルールやマナーを遵守する規範意
識を高めるとともに地域社会に貢献できる人材を育成する。

生徒・保護者との対話を通して、目標や希望を明確にし、失敗を恐れず希望進路へチャレン
ジする。

第一学年

第二学年

第三学年

希望進路の実現

社会に通用する人材の育成

自覚ある行動の推進

進路実現へ向けての準備を支援

学校行事で核となるリーダーの育成

所属感や連帯感の育成

基礎学力の向上と進路目標の明確化

校則の遵守とモラル・マナーの習得・向上

リーダーシップとフォロワーシップの涵養
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

A

A

　様々な資格取得を通して、
目標に向けて努力することの
大切さ、合格することの喜び
や達成感を身に付けさせてほ
しい。
　昨年度に続き、ビジネスプラ
ンコンテストや今年度WEBア
プリコンテストで受賞した取組
は非常に素晴らしい。今後も
継続してほしい。

　２年生からの食物、被服、保
育福祉コースで学んだことを
様々な機会を通して地域へ還
元することが非常に素晴らし
い。そのことが折尾高校で学
びたいということに繋がってい
る。今後も継続して取り組ん
でほしい。

　物価高騰の中、これまで同
様の教育活動を継続させてい
くために様々な工夫と努力を
されていることに敬意を表した
い。

Ａ

Ａ

ＡA

授業評価アンケート
「商業」に関する学科を卒業する生徒に対
するアンケート（県商業部会）
　できるだけ多くの資格を取りたいという
希望が多いことがアンケートの結果から読
み取れた。生徒たちの意欲を大切にしな
がら、様々な資格を取得できる仕組みを
授業や個別指導の場面を創って取り組ん
でいく必要がある。

家庭に関する学科を卒業する生徒へのア
ンケート（県産振家庭部会）
　ほとんどの生徒が本校の生活デザイン
科で学んだことにより、将来、自立した生
活を送る自信がついたと感じている。ま
た、学んだことを活かせる進路先だけでな
く、自身の希望する異なる分野の進路先
に進んだ生徒も含め、大半の生徒が充実
した高校生活だったと振り返っていた。

予算管理
　学校運営予算の有効執行のため、節電
や節水、コピー用紙削減等の節減意識は
昨年度に引き続き向上している。また、物
品の購入においては、職員の意見と過去
の実績等を考慮しながら行うことでより計
画的な調達が可能となった。特に事務の
効率化のため、昨年度同様発注の校内集
約にも取り組んだ。

学校関係者評価

・生徒が主体となり、生徒同士で考えながら取り組んでいける場面を創っていく。

・常に本校の校訓である「礼節、誠実、品性」を生徒たちに意識させる機会を創っていく。

・地域との取組を更に増やし、より地域に愛される学校を目指す。

・

・

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

Ａ

評価項目以外のものに関する意見

A

A

A

光熱水費など管理費の節減

予算の有効活用と迅速な執行

　学校運営予算の有効執行のため、節電や節水、コピー
用紙削減等の節減意識は向上している。昨年度の郵便
料金値上げにより、極力メール・ファックスで送付を行う
など通信費の削減に努め、物品購入に関しては大手通
販サイトに登録を行い、より安価な物品購入ができるよ
う価格比較などを積極的に行った。また、事務の効率化
のため、発注の校内集約にも取り組んだ。

　今年度、課題研究はマネジメント分野とIT分野で外部
表彰を受け、大きな成果を得ることができた。また、実際
の商談会に参加したり、外部講師を招くなど理論と実践
を結びつけた。資格取得では、情報処理検定２級以下
は、合格率90％超であったが１級はビ情部門45%プログ
部門67%と次年度の課題となった。日商簿記は現時点1
年生3級57%、2年生2級47%であるが今後のネット受験で
取得率は上がっていくと思われる。今後、習熟度別クラ
ス編成や検定前課外等の取り組みを考えていかなけれ
ばならない。広報活動は、インスタをはじめ積極的に行
いフォロワー数も確実に上がってきた。次年度も引き続
き発信をしていきたい。

　検定級および検定システムの変更に関しては大きな混
乱もなく実施できたが、家庭科教員全員で周知徹底する
必要がある。
　今年度もさまざまな連携を行ったが、近隣大学や卒業
生の協力のもと、キャリア支援につながる取組を考えて
いかなければならない。
　広報活動は生徒目線での発信はできたが、迅速さに
欠けることが課題である。

限られた予算で最大限の効果・成果を出すため、予算の有効活用を行う。

電気代の高騰により分権予算への圧迫が大きいため、無駄な電気は使用しないなど、より一
層の節電節水に努める。

学校行事、「課題研究」の授業を中心に、地域や企業との連携を強化し、実際のビジネス現
場を体験することで、理論と実践を結び付け、生徒の実務知識やビジネススキルを深化させ
る。

資格取得を奨励し、実務能力を証明できるスキルを身に付けさせ、卒業後の就職やキャリア
アップにつながる確かな基盤を作る。

中学生・保護者、地域の方々に「商業」の学習活動や成果と魅力を伝えるため、ＳＮＳやホー
ムページ、出前授業等で生徒の活躍や授業の様子を積極的に発信する。

検定級の改定に伴うさまざまな変更点に柔軟に対応しつつ、学習内容を見直し、学科内で共
通認識を持つ。ICTを活用しながら評価方法など効率化を図り、専門性の高い実践的な授業
を実施する。

近隣大学の出前講義や卒業生の近況など、進路につながる情報を積極的に提供する。外部
講師や地域社会、企業と連携を図り、進路に向けて主体的に取り組めるようにキャリア支援
を行う。

中学生や保護者、地域に対して、特色ある学科の成果や魅力ある学科の取組をメディアやＳ
ＮＳを通じて、迅速に発信していく。校内の掲示物や展示品の更新など校内環境の整備に努
める。

迅速な広報活動

積極的な広報活動

商業科

事務部

家庭科

体験活動等を通したビジネス教育の深化

専門的職業人の育成

キャリア教育の推進

専門性の高い実践的な学び
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